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泉 南 市 議 会 検　索

▲史跡海会寺跡広場にて

第1回 定例会第1回 定例会
平成25年度予算
総額

452億5,725万9千円が成立
泉南市土地開発公社の解散や

職員の退職手当削減などを可決

　平成２５年第１回定例会（３月議会）
は、２月２８日から３月２６日までの会
期で開催されました。
　本定例会は、平成２５年度一般会計
予算のほか、副市長の選任や教育委員
の任命の人事案件、泉南市土地開発公
社の解散などについて、本会議・委員
会で活発な議論が交わされました。
　詳しくは掲載記事をご覧ください。
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「代表質問」は市長の市政運営方針に対し、市議会の各会派が質問するもので、
年に１度行われます。また、「一般質問」は市政全般に対し質問するもので、毎
定例会において議員１人あたり１時間の質問をすることができます。

各議員から提出された原稿をそのまま掲載しています

代表質問事項代表質問事項

代表質問事項代表質問事項

堀口　武視

心政クラブ

○教育について／教育委員会は年度当初に教育
方針を示すべきで、市長も教育に基本的な考
えを反映させるべき。
○地域経済の活性化を図れ／財政改革は歳出の
削減も大事だが、新規企業の誘致や、地元事業
者の支援策を講じ、歳入増を図る事が重要。
○地域医療について／夜間休日・小児救急医療
の充実を。
○まちづくりについて／砂川樫井線の早期供用
と、砂川・新家駅前整備の着手を。

木下　豊和

拓進クラブ

　府下最多当選５期目の向井市政に敬意を表す
とともに、大所高所の視点で質疑した。
抜粋すると、まず人権と教育については、戦前
の良き点を生かした長幼の序や公序良俗の復活
を含めて、道徳教育の充実が先決であるとの認
識で一致した。健康と福祉では、幼保一元化と
生活保護の見通しを質した。さらに産業と活力
は、花咲きファームを中心とした泉南 IC 付近の
活性化と関空・りんくうタウンとの共存共栄、
かねてから指摘していた中国からの大気汚染に
ついて真 な討議をした。

竹田　光良
たけ だ        みつよしなり た　　 まさひこ

ほりぐち　　たけ しきのした　　とよかず

　公明党

　今定例会で私は、会派を代表し、向井市長の市
政運営方針について質問しました。
　まちづくりについて質問したところ、市長から
は、人にやさしく、全て市内で賄える便利なまち
にしたいとのこと。
　また、土地開発公社の件では、本会議場で初め
て市民に対し謝罪された。そして懸案となってい
る、教育施設の建替え、大規模改修については、
今後、最優先で事業の取り組みを行うとの答弁
がありました。また、新家駅の歩道踏切の改修も
ＪＲと協議し、対応頂くこととなりました。

成田　政彦

日本共産党

　行財政改革について、泉南市は平成９年より
平成 26 年まで第一次から第四次までの行政改
革をしてきたがその内容は。公共料金等の値上
げ、幼稚園廃止、保育所の民営化、職員の給
与削減と市民負担ばかりで、高齢者、障害者施
策は遅れるばかりだ。「空港」「同和」優先でつくっ
た土地開発公社解散にともなう借金返済は 30
年間に毎年３億円返済する（総額 86 億円）と
泉南市の市税収入の１年分にあたる巨額な額
だ。泉南市の身のたけにあわない借金返済だ。
今後、市民生活に大きな影響を与える。

けん  あん

まかな

新風立志の会

た　 ばた　　　　　   ひとし

田畑　　仁

一般質問事項

①大阪カジノ構想について　Ⓐ具体的な場所　
Ⓑ現状の方向性　Ⓒ並行して議論されている梅
田－関空のリニアについて　Ⓓ関空にできた場
合の税収入やその他の財源確保　Ⓔ人材雇用
②いじめ問題について　Ⓐ外部指導者の導入Ⓑ
相談より気づくということ　Ⓒ学校区廃止につい
て　Ⓓマンモス学校と少人数制の学校との比較
Ⓔ自分自身の体験談　③小中学校の大規模改修
Ⓐ西信達小中学校の西信達小中学校合同校舎
の提案　Ⓑ漠然とした改修ではなく学校区も見
直したうえでの大規模改修の論議　④その他
色々

無所属
（泉南刷新の会）

かじ  もと　　　　 し   げみ

梶本　茂躾

一般質問事項

一、『泉州南消防組合について』／◎広域化によ
るメリット、デメリット、特にデメリットについて○
各首長と消防本部との一体性効率性の確保○構
成市町等の防災、国民保護担当部局と消防本部
との連携、協力○消防団と消防本部との連携、協
力が今後の課題、その他省略
一、『社会貢献事業について』／◎大阪府社会福
祉協議会の社会貢献事業について、特に生活困
窮者支援活動と社会福祉法人の役割について
一、『各種団体補助金とテーマコミュニティにつ
いて』◎似通った団体を統合してのテーマコミュ
ニティづくりについて

無所属
（自由民主党）

ふる   や    　　　まさ   とし

古谷　公俊

一般質問事項

1.ソーシャルネットサービス（ＳＮＳ）について。市
にフェイスブックを採用し新たな情報発信の活用
化を　2.旧市立樽井幼稚園の跡地利用について
　3.泉南市中央公園用地の明確な計画は？子供
達が学べまたバーベキューができる収益性のあ
る公園をつくってみては？　4.児童手当につい
て。市の実態把握や今後の対策は？ 5.国際交流・
姉妹都市について。関西国際空港のお膝元でも
あり税収入増加する中、さらに認知アップや税収
入の計画は？今後の外国との提携や観光協会の
提携計画は？

日本共産党

まつ  もと　　　 せつ　 み

松本　雪美

一般質問事項

　65歳以上の高齢者の95％は肺炎が死亡の
原因です。肺炎にかかっても軽くすみ、確実に健
康回復でき、入院日数も減り、確実に医療費の削
減へつながっていくこと。全国で50％以上の自
治体が助成制度を導入しており、H25年度から
岸和田市や高石市も肺炎球菌ワクチン接種の公
費助成を決めました。一回の接種で5年間は効
果があるという肺炎球菌ワクチン接種について
泉南市でも高齢者の自己負担の軽減のために公
費助成の実施を求めました。市は国に補助を要
望するとともに近隣市町、医師会とも実施につい
て検討すると答えました。

泉 南 市 議 会 中 継本会議のようすはインターネット中継で 検　索
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泉 南 市 議 会 中 継

本会議のようすはインターネット中継で
検　索

公明党

しぶ　や　　　　 まさ　 こ

澁谷　昌子

一般質問事項

1.保健・医療の充実について
①３ワクチン定期接種　②小・中学校における脊
柱（せきちゅう）側わん症対策について　③発達
障害早期発見・支援対策について
2.高齢者対策について
①高齢者見守り支援対策について　②緊急通報
システム設置事業について　③高齢者による介
護支援ボランティア制度について
3.防災・減災対策について
①災害時要援者“個別計画”について　②福祉避
難所について　③“せんなん家族防災の日”制定
について　④防災用広報システムについて

無所属
（泉南フォレスト）

もり　　　　　　 ひろ   ふみ

森　　裕文

一般質問事項

　地域産業の振興について― 独自戦略・ビジョ
ンの明確化について、市長のリーダーシップにつ
いて、市役所内の横断的な連携強化について。
行財政改革について― さらなる行革の推進につ
いて、公共サービス改革について、市場化テス
トについて。
ファシリティマネジメントについて― 導入の目的
と基本方針について、取組の覚悟について。
学校教育について― 学力とは？学力テストの目
的について、学力向上至上主義に陥ってはなら
ない。

おちい

公明党

なか　 お　　　　ひろ　 き

中尾　広城

一般質問事項

1.総務関連について
①情報公開の定義と現状について ②公文書管
理の取り組みについて ③家屋全棟調査の進捗
状況について
2.環境問題について
①レアメタル等の回収リサイクルの取り組みに
ついて　②堆肥の有効利用、支援制度の現状に
ついて
3.地域コミュニティについて
①これからの住民自治組織について　②コミュ
ニティバスの今後の方向性について　③買い物
難民対策について

一般質問事項

公明党

おか　 だ　　　　よし　 こ

岡田　好子

子育てについて／10ヵ月検診導入　乳幼児
ごみ袋配布　子供医療費　妊産婦検診
教育問題について／幼児教育～小学校への
接続支援　留守家庭児童　通学路の安全
高齢者介護について／男性介護者　シング
ル介護者
選挙投票に関する課題について／期日前投
票　投票率アップ
「男女平等参画都市」について／男女平等参
画社会の実現　女性議会開催
以上質問させて頂きました。

①

②

③

④

⑤

一般質問事項

日本共産党

わ　  け　　　　 のぶ   こ

和気　信子

①中学校給食は、自校方式、センター方式で。給
食センターの建替え計画を。アレルギー食対策
をとること。　②学校プール授業、プール一般開
放は（前年の7.7倍の予算）安全第一で事故再発
防止対策と児童の心のケアーを。　③子ども医
療助成、（入院）小３年生まで拡充。妊産婦健診が
超音波検査４回分拡充。　④高齢者支援対策（ミ
ニ特養施設２ヵ所を予定）
⑤さわやかバスの運行改善を。　⑥農業と遊休
農地の施策を。　⑦同和問題の解決を。（アン
ケート調査の問題点見直しを）

一般質問事項

日本共産党

おお   もり　　　 かず    お

大森　和夫

●国民健康保険料の資産割なくし保険料の値下
げを　●学校施設の建替え、改修をただちに行う
こと　●効率優先でなく安全第一でプールの一般
開放を　●住宅用太陽光発電の補助制度の実現
について　●脱原発で再生可能エネルギーの活
用を　●大災害に備えて消防署員の確保を　　
●アスベスト問題・国への要望活動の強化を
●漫画「石の綿」、映画「命てなんぼなん？」について　
●土地開発公社の清算問題、市民負担をいかに
減らすか　●新家駅海側の改札口設置と交通混
雑解消について

一般質問事項

無所属
（緑の党）

こ　  やま　　　 ひろ  あき

小山　広明

　公について議論。世の中に本当に必要なもの
でも民間は儲からなければ算入してこない。そ
れが山間部と定年退職者。山があって、農地、
海が成り立つ。山に職員を投入すべき、に市長
は制度上困難、と言い、ボランティ団体と連携
し役割を果たすと。人生、若いときは民間で、
年を取ったら公で働く。山間部を公の主戦場に
して、職員投入すべき。民間の定年退職者の活
用も半日ずつ働くことで財源と生き甲斐、健康
にもよく親切な役所にして行こうと、このことは
「物事を決める」議会（議員）へ提起。
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■
泉
南
市
総
合
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　
泉
南
市
の
め
ざ
す
べ
き
将
来
像
や
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す
基
本
構
想

と
、
構
想
実
現
の
た
め
の
方
策
を
示
す

基
本
計
画
を
併
せ
た
「
第
５
次
泉
南
市

総
合
計
画
」
を
策
定
す
る
も
の
。

▼
総
務
産
業
常
任
委
員
会
質
疑

　
　
男
女
平
等
参
画
に
お
い
て
、
女
性

の
意
見
を
反
映
し
、
市
政
を
動
か
し
て

い
く
た
め
に
女
性
会
議
が
必
要
に
な
る

の
で
は
？

　
　
昨
年
１２
月
に
男
女
平
等
参
画
都
市

宣
言
を
行
い
、
女
性
の
方
々
が
市
政
へ

参
画
で
き
る
よ
う
な
機
会
を
設
け
る
た

め
の
女
性
議
会
を
検
討
し
て
お
り
、
実

施
期
間
を
１２
月
か
ら
２
月
の
間
と
考
え

て
い
る
。

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　
今
年
か
ら
１０
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の

目
標
と
計
画
を
示
す
も
の
な
の
に
、
泉

南
・
西
信
達
中
学
校
の
老
朽
校
舎
の
建

替
え
計
画
な
ど
、
年
次
的
計
画
も
示
さ

な
い
も
の
で
あ
る
と
反
対
。

■
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　
道
路
法
第
８
条
第
２
項
の
規
定
に
よ

り
、
市
道
路
線
を
認
定
す
る
も
の
。

▼
総
務
産
業
常
任
委
員
会
質
疑

　
　
開
発
に
係
る
道
路
に
お
い
て
、
安

全
対
策
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
？

　
　
開
発
協
議
の
前
に
、
道
路
の
配
置

関
係
を
も
と
に
、
防
犯
灯
や
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
等
の
必
要
性
が
あ
れ
ば
、
設
置
す

る
よ
う
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

※
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
泉
南
市
土
地
開
発
公
社
の
解
散
に
つ

い
て
　
ほ
か
２
件

（
主
な
内
容
）

　
地
価
の
下
落
が
続
き
、
今
後
も
上
昇
が

見
込
め
ず
、
過
去
に
取
得
し
た
多
く
の
保

有
地
や
金
融
機
関
か
ら
の
多
額
の
借
入

金
も
あ
り
、
今
後
市
の
財
政
を
圧
迫
す
る

リ
ス
ク
が
あ
る
た
め
、
そ
の
債
務
を
整
理

し
市
の
財
政
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

土
地
開
発
公
社
の
解
散
を
求
め
る
も
の
。

▼
総
務
産
業
常
任
委
員
会
質
疑

　
　
土
地
開
発
公
社
解
散
に
伴
う
巨
額
の

借
金
は
市
民
生
活
に
影
響
し
な
い
の
か
？

　
　
起
債
の
発
行
に
係
る
公
債
費
に
つ

い
て
は
通
常
の
普
通
債
と
し
て
発
行
し

た
も
の
な
の
で
、
こ
れ
が
大
き
く
市
民

生
活
に
影
響
す
る
要
因
に
は
な
ら
な

い
。
し
か
し
、
公
債
費
の
償
還
は
ピ
ー

ク
時
ト
ー
タ
ル
３０
億
円
の
う
ち
約
７
億

円
は
土
地
開
発
公
社
関
係
が
占
め
る
。

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　
８７
億
円
（
利
息
を
含
む
）
と
い
う
年

間
市
税
収
入
と
同
じ
く
巨
額
な
借
金
返

済
は
、
今
後
市
民
生
活
に
大
き
な
し
わ

よ
せ
と
な
り
反
対
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
三
セ
ク
債
を
利
用
し
て
の
公
社
解
散

は
ベ
ス
ト
で
は
な
い
が
、
土
地
開
発
公

社
の
収
拾
に
一
定
の
め
ど
を
つ
け
る
べ

き
で
あ
り
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　
市
民
だ
け
が
負
担
を
さ
せ
ら
れ
銀
行
は

長
期
間
の
利
息
ま
で
手
に
入
れ
シ
ス
テ
ム

が
問
題
で
国
・
銀
行
の
責
任
を
問
い
６６
億

円
の
返
済
の
削
減
を
求
め
る
べ
し
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
三
セ
ク
債
償
還
と
い
う
積
極
的
な
負

債
解
消
策
を
講
じ
る
こ
と
で
さ
ら
な
る

市
民
へ
の
大
き
な
重
荷
を
背
負
わ
す
こ

と
な
く
社
会
的
責
任
を
果
た
す
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
過
去
は
猛
省
し
、
３０
年
間
で
元
利
合

計
返
済
す
る
に
は
、
行
政
・
議
会
・
市

民
が
試
練
を
共
有
す
る
英
断
が
必
要
で

あ
る
。

■
阪
南
市
泉
南
市
岬
町
介
護
認
定
審
査

会
共
同
設
置
規
約
の
変
更
に
係
る
協
議

に
つ
い
て
　
ほ
か
１
件

（
主
な
内
容
）

　
介
護
認
定
審
査
会
、
障
害
程
度
区
分

認
定
審
査
会
と
も
平
成
２５
年
度
か
ら
事

務
局
の
庶
務
を
阪
南
市
が
行
う
こ
と
と

す
る
た
め
、
規
約
中
の
関
係
規
定
を
変

更
す
る
必
要
か
ら
、
阪
南
市
、
岬
町
と

協
議
す
る
も
の
。

第
１
回
定
例
会

第
１
回
定
例
会

　
平
成
２５
年
第
１
回
定
例
会
（
3
月
議
会
）
は
、
2
月
２８
日
か
ら
3
月
２６
日

ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
の
中
か
ら
、
主
な
質
疑
、
討
論
を
要
約
し

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問答

問答

問答

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決
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▼
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　
　
今
回
の
条
例
改
正
の
内
容
は
？

　
　
両
審
査
会
と
も
阪
南
、
泉
南
、
岬

の
２
市
１
町
で
運
営
し
、
事
務
局
は
３

年
ご
と
の
輪
番
制
に
な
っ
て
お
り
、
岬

町
か
ら
阪
南
市
へ
の
幹
事
市
交
代
に
よ

る
も
の
。

※
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
泉
南
市
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
並
び
に
指
定

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指

定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支

援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
　
ほ
か
１
件

（
主
な
内
容
）

　
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め

る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
よ

り
、
介
護
保
険
法
が
改
正
さ
れ
、
指
定

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
の
指
定
等
に
関
す
る
基
準
並
び
に
指

定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指

定
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
も
の
。

▼
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　
　
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
形
で
の

指
定
地
域
の
変
更
は
今
後
で
き
る
の
か
？

答
　
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
こ

と
で
、
指
定
地
域
は
４
圏
域
に
分
か
れ

て
お
り
、
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
中

で
３
年
間
と
定
め
て
い
る
た
め
、
３
年

間
は
変
更
せ
ず
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
く
が
、
今
後
の
圏
域
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
変
更
は
可
能
で
あ
る
た
め
、

十
分
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

※
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
泉
南
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め

る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
よ

り
、
都
市
公
園
法
が
改
正
さ
れ
、
都
市

公
園
及
び
公
園
施
設
の
設
置
及
び
基
準

を
定
め
る
も
の
。

▼
総
務
産
業
常
任
委
員
会
質
疑

　
　
公
園
内
の
遊
具
や
ベ
ン
チ
、
ま
た

ト
イ
レ
に
つ
い
て
、
点
検
は
行
っ
て
い

る
の
か
？

　
　
遊
具
に
つ
い
て
は
、
専
門
業
者
に

委
託
し
、
点
検
を
行
っ
て
お
り
、
危
険

な
も
の
に
つ
い
て
は
撤
去
作
業
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
一
部
損
壊
し
て
い
る

ベ
ン
チ
等
に
つ
い
て
は
順
次
入
れ
替
え

て
お
り
、
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
に
委
託
し
、
点

検
を
行
っ
て
い
る
。

※
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　
住
居
手
当
の
世
帯
主
支
給
分
の
廃
止

及
び
賃
貸
に
係
る
家
賃
補
助
の
金
額
の

見
直
し
を
行
う
も
の
。

▼
総
務
産
業
常
任
委
員
会
質
疑

　
　
住
宅
手
当
の
削
減
は
、
国
の
方
針

で
は
な
く
、
条
例
事
項
に
よ
り
市
独
自

で
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
や
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
？

　
　
国
家
公
務
員
の
給
与
が
人
事
院
の

民
間
給
与
実
態
調
査
に
基
づ
い
て
勧
告

さ
れ
、
決
ま
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
合

わ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　
す
で
に
職
員
の
給
与
は
平
均
し
て
数

百
万
円
近
く
削
減
さ
れ
て
お
り
、
退
職

金
の
削
減
は
さ
ら
な
る
給
与
の
削
減
と

同
じ
で
反
対
。

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　
住
宅
手
当
の
削
減
は
給
与
の
切
り
下

げ
で
手
当
は
本
来
給
与
に
反
映
す
べ

き
。
財
政
難
を
権
限
の
無
い
希
望
を
持

っ
て
就
職
し
た
職
員
に
し
わ
寄
せ
す
べ

き
で
は
な
い
。 

■
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　
国
家
公
務
員
の
退
職
手
当
の
支
給
水

準
の
引
下
げ
等
を
考
慮
し
、
泉
南
市
職

員
の
退
職
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
所
要

の
措
置
を
講
じ
る
も
の
。

▼
総
務
産
業
常
任
委
員
会
質
疑

　
　
退
職
金
の
減
額
幅
は
？

　
　
部
長
級
が
平
成
９
年
度
で
１
１
２

７
万
円
が
平
成
２７
年
度
で
は
８
１
５
万

円
に
な
り
、
同
じ
く
次
長
級
で
は
１
０

６
８
万
円
が
７
５
４
万
円
に
、
課
長
級

で
は
９
７
３
万
円
が
７
４
９
万
円
に
、

主
任
級
で
は
６
７
３
万
円
が
５
７
２
万

円
に
な
る
。

問答

問答

問答

問答

問

答

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決
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反
対
討
論
（
本
会
議
）

　
職
員
の
家
賃
補
助
の
削
減
に
つ
い
て

も
、
職
員
の
生
活
費
の
一
部
で
あ
り
削

減
に
つ
い
て
は
反
対
す
る
。

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　
退
職
金
は
働
い
た
対
価
の
約
束
で
あ

る
。
下
げ
る
理
由
は
無
い
。
市
民
の
為

に
職
員
が
働
け
る
様
に
し
て
い
く
こ
と

こ
そ
市
長
の
責
任
で
あ
る
。 

■
泉
南
市
暴
力
団
排
除
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
　
ほ
か
１
件

（
主
な
内
容
）

　
泉
南
市
に
お
け
る
暴
力
団
の
排
除
に

関
す
る
基
本
理
念
を
定
め
、
市
、
市
民

及
び
事
業
者
が
相
互
に
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
社
会
全
体
と
し
て
暴
力
団
の
排

除
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
生

活
の
安
全
と
安
心
を
確
保
す
る
と
と
も

に
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す

る
も
の
。

▼
総
務
産
業
常
任
委
員
会
質
疑

　
　
施
設
利
用
時
の
暴
力
団
を
排
除
す

る
た
め
の
対
策
は
？

　
　
庁
内
関
係
課
に
申
込
書
等
に
暴
力

団
の
使
用
は
許
可
し
な
い
旨
の
記
載
を

依
頼
し
て
い
る
。

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　
行
為
を
罰
す
る
法
の
基
本
原
則
に
反

す
る
。
市
民
が
暴
力
団
と
関
係
す
る
と

警
察
に
恣
意
的
に
さ
れ
協
力
者
に
さ

れ
、
市
民
に
不
安
を
抱
か
せ
る
。

■
泉
南
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
本
部
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別

措
置
法
が
制
定
さ
れ
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
及
び
全
国
的
か
つ
急
速
な
ま
ん

延
の
お
そ
れ
の
あ
る
新
感
染
症
に
対
す

る
対
策
の
強
化
を
図
る
た
め
、
本
市
に

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
を

設
置
す
る
も
の
。

　
　
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
場
合
、

市
民
は
ど
の
よ
う
な
制
限
を
受
け
る
の

か
？

　
　
不
要
不
急
の
外
出
以
外
に
対
し
、

自
粛
の
協
力
要
請
や
、
催
し
等
の
開
催

の
制
限
が
か
か
る
と
考
え
る
。

※
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
平
成
２４
年
度
大
阪
府
泉
南
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

（
主
な
内
容
）

　
歳
入
歳
出
予
算
に
つ
い
て
、
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
７
億
６
５
４
４
万
２
千
円
を

追
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
２
３
０
億
３
５

０
４
万
８
千
円
と
す
る
も
の
。

　
　
老
人
集
会
場
改
修
事
業
に
つ
い

て
、
今
回
、
耐
震
診
断
委
託
料
を
新
規

計
上
し
て
い
る
幡
代
、
六
尾
、
大
苗

代
、
下
村
以
外
の
老
人
集
会
場
に
つ
い

て
、
今
後
の
耐
震
診
断
等
の
計
画
は
？

　
　
４
か
所
以
外
の
老
人
集
会
場
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
交
付
金
や
補
助
金
を

活
用
し
、
耐
震
診
断
の
結
果
に
応
じ

て
、
順
次
、
耐
震
を
行
っ
て
い
く
。

※
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
平
成
２５
年
度
大
阪
府
泉
南
市
一
般
会

計
予
算

（
総
額
２
７
２
億
９
５
０
３
万
１
千
円
）

（
主
な
新
規
施
策
・
事
業
）

・
土
地
開
発
公
社
解
散
事
業

　
（
６
６
億
７
９
１
万
円
）

・
妊
産
婦
検
診
事
業

　
（
３
４
７
４
万
４
千
円
）

・
樽
井
駅
・
新
家
駅
周
辺
整
備
事
業

　
（
１
億
１
０
０
万
円
）

・
学
校
プ
ー
ル
一
般
開
放
事
業

　
（
２
０
７
３
万
８
千
円
）

・
学
校
給
食
事
業

　
（
９
５
８
９
万
５
千
円
）

反
対
討
論
（
本
会
議
）

　
土
地
開
発
公
社
の
処
理
で
６６
億
円
を

責
任
が
無
い
市
民
の
負
担
と
し
、
銀
行

が
債
権
を
手
に
入
れ
る
の
で
は
再
発
防

止
に
も
な
ら
な
い
。
返
済
の
削
減
を
求

め
よ
。 

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
財
政
健
全
化
路
線
を
堅
持
し
な
が
ら

も
市
民
に
対
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水

準
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く
限
ら
れ
た

財
源
を
適
切
に
配
分
し
て
い
る
と
評

価
。

反
対
討
論
（
本
会
議
）

・
土
地
開
発
公
社
の
８７
億
円
の
清
算
を

　
見
直
す
こ
と
。

・
農
免
道
路
よ
り
農
業
経
営
支
援
を

・
不
公
正
な
同
和
行
政
を
中
止
し
、
市

　
民
生
活
を
優
先
す
べ
き
。

■
北
朝
鮮
の
核
実
験
に
抗
議
し
核
兵
器
廃

絶
と
恒
久
平
和
を
求
め
る
決
議
に
つ
い
て

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　
北
朝
鮮
か
ら
見
た
時
、
日
本
に
米
軍

基
地
が
あ
る
事
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
憲
法
の
武
力
不
保
持
に
立
ち
、
世

界
か
ら
核
を
無
く
す
為
に
日
本
は
先
頭

に
立
て
。

問答

問答

問答

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
否
決
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▲ＬＣＣ専用ターミナル ▲医薬品専用定温庫にて

▲泉南中央公園用地 ▲信達樽井線用地

各常任委員会・各特別委員会は、所管する課題に対し、行政事務事業の参考
とするため行政視察を行いました。主な内容は、次のとおりです。

１月 24日　空港等まちづくり対策特別委員会　　関西空港

１月 31日　総務産業常任委員会　　泉南市土地開発公社保有地

空港等まちづくり対策特別委員会
　関空の、2012年夏期スケジュール実績は、過去最高の週854便を達成し、また冬期スケジュールは、冬期として過

去最高の週853便を予定しており、成田よりアジアに近いということで、アジアとのつながりが非常に強く、また、

LCCは特に成長が著しい分野であるとのことでした。低運賃で、今まで利用されなかった顧客を対象とする為、関空

ではLCCに力を入れており、現在、9社13都市に就航しています。旅客便のLCCの割合は、18.9%大幅に増加してい

る中、関空においてもまだまだ増加することが予想

され、中でもPeach Aviationは、2012年3月の就

航から次々と路線を開設しており、2013年4月から

仙台線、6月には石垣線が新たに予定されていると

のことでした。また、意見交換会では、伊丹、関空

の合併メリットや地元市町との協力についてなど活

発な話し合いがされました。

総務産業常任委員会
　今定例会において議題となった、泉南市土地開発
公社の解散について、その審議の参考とするため、
全27ヵ所の保有地を視察しました。各保有地におい
て、担当職員より詳細にわたり説明を受け、各委員
からも活発な質疑が行われました。
　保有地は泉南市内の様々な場所にあり、直接現地
確認することにより、現状を的確に把握でき、議案
審議の際に、より活発な議論を行うことができまし
た。

泉南市議会ウェブサイトリニューアル泉南市議会ウェブサイトリニューアル泉南市議会ウェブサイトリニューアル
　泉南市議会では、「開かれた議会」をめざすため、３月１日より、ホームページのリニューアルを行いました。
以前よりも、ページ数を大幅に増やし、議員一人ひとりの経歴と顔写真の掲載や議会の予定がわかる議会カレンダーの開設な
どを新たに追加いたしました。
　今後も本市議会として積極的な情報提供につとめ、使いやすい、見やすい、わかりやすいウェブサイトを目指して情報を発
信してまいりますので、引き続きご利用ください。

ホームページへの
アクセス方法

泉 南 市 議 会 検　索
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議　案　番　号 件　　　　　　　名 賛　　　　　否 結　果
委員会提出議案第１号 泉南市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 全　会　一　致 原 案 可 決
委員会提出議案第２号 泉南市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について 全　会　一　致 原 案 可 決
委員会提出議案第３号 泉南市議会政務活動費の交付に関する条例の制定について 全　会　一　致 原 案 可 決

“付託議案第１３号～２４号、２６号～２８号 " 平成２３年度大阪府泉南市樽井地区財産区会計歳入歳出決算認定について　ほか１５件 全　会　一　致 原案認定可決

議案第２号 泉南市教育委員会委員の任命について　（太田　淳子　氏） 全　会　一　致 原 案 同 意

議案第5号 市道路線の認定について 全　会　一　致 原 案 可 決

議案第9号 阪南市泉南市岬町介護認定審査会共同設置規約の変更に係る協議について 全　会　一　致 原 案 可 決
議案第10号 阪南市泉南市岬町障害程度区分認定審査会共同設置規約の変更に係る協議について 全　会　一　致 原 案 可 決
議案第11号 泉南市し尿処理場設置並びに管理条例の一部を改正する条例の制定について 全　会　一　致 原 案 可 決

議案第14号 泉南市道路の構造の技術的基準を定める条例の制定について 全　会　一　致 原 案 可 決
議案第15号 泉南市道路標識の寸法に関する条例の制定について 全　会　一　致 原 案 可 決
議案第16号 泉南市移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準を定める条例の制定について 全　会　一　致 原 案 可 決
議案第17号 泉南市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について 全　会　一　致 原 案 可 決
議案第18号 市営住宅管理条例の一部を改正する条例の制定について 全　会　一　致 原 案 可 決
議案第19号 市営住宅等整備基準条例の制定について 全　会　一　致 原 案 可 決
議案第20号 泉南市下水道条例の一部を改正する条例の制定について 全　会　一　致 原 案 可 決
議案第21号 泉南市準用河川管理施設等構造条例の制定について 全　会　一　致 原 案 可 決
議案第22号 泉南市水道事業布設工事監督者及び水道技術管理者の資格基準等に関する条例の制定について 全　会　一　致 原 案 可 決
議案第23号 泉南市事務分掌条例の一部を改正する条例の制定について 全　会　一　致 原 案 可 決

議　案　番　号 件　　　　　　　名 結 果
泉南監報告第２０号 例月現金出納検査結果報告 報 告 済
泉南監報告第２１号 例月現金出納検査結果報告 報 告 済
泉南監報告第１号 例月現金出納検査結果報告 報 告 済

議案第29号 泉南市新型インフルエンザ等対策本部条例の制定について 全　会　一　致 原 案 可 決
議案第28号 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 全　会　一　致 原 案 可 決

議案第31号 平成２４年度大阪府泉南市下水道事業特別会計補正予算（第２号） 全　会　一　致 原 案 可 決

"議案第３４号～４５号、４７号～４９号 " 平成２５年度大阪府泉南市樽井地区財産区会計予算　ほか１５件 全　会　一　致 原 案 可 決

議案第52号 平成２４年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第８号） 原 案 可 決

議案第53号 平成２５年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第１号） 全　会　一　致 原 案 可 決
閉会中の継続調査について 継 続 調 査

議案第13号 泉南市指定地域密着型サービス事業者の指定並びに指定地域密着型サービスの事業の人員、設
備及び運営に関する基準を定める条例の制定について

全　会　一　致 原 案 可 決

議案第12号 泉南市指定地域密着型介護予防サービス事業者の指定並びに指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並
びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の制定について

全　会　一　致 原 案 可 決

“付託議案第１２号、
２５号、２９号 "

平成２３年度大阪府泉南市一般会計歳入歳出決算認定について　ほか２件
賛成　 12 古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、中尾、竹田、森、堀口
反対　 5 小山、大森、和気、成田、松本

原案認定可決

議案第１号 泉南市副市長の選任について　（竹中　勇人　氏）
賛成　 16 古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、大森、和気、梶本、河部、木下、中尾、竹田、成田、松本、森、堀口
反対　 1 小山

原 案 同 意

議案第３号 人権擁護委員を推薦するための意見を求めるについて　（田中　千賀子　氏）
賛成　 16 古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、大森、和気、梶本、河部、木下、中尾、竹田、成田、松本、森、堀口
反対　 1 小山

原 案 了 承

議案第４号 泉南市総合計画の策定について
賛成　 12 古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、中尾、竹田、森、堀口
反対　 5 小山、大森、和気、成田、松本

原 案 可 決

議案第6号 泉南市土地開発公社の解散について
賛成　 12 古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、中尾、竹田、森、堀口
反対　 5 小山、大森、和気、成田、松本

原 案 可 決

議案第7号 第三セクター等改革推進債の起債に係る許可申請について
賛成　 12 古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、中尾、竹田、森、堀口
反対　 5 小山、大森、和気、成田、松本

原 案 可 決

議案第8号 権利の放棄について
賛成　 12 古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、中尾、竹田、森、堀口
反対　 5 小山、大森、和気、成田、松本

原 案 可 決

議案第24号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
賛成　 12 古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、中尾、竹田、森、堀口
反対　 5 小山、大森、和気、成田、松本

原 案 可 決

議案第25号 職員の退職手当に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
賛成　 12 古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、中尾、竹田、森、堀口
反対　 5 小山、大森、和気、成田、松本

原 案 可 決

議案第32号 平成２４年度泉南市水道事業会計補正予算（第２号）
賛成　 12 古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、中尾、竹田、森、堀口
反対　 5 小山、大森、和気、成田、松本

原 案 可 決

議案第30号 平成２４年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第７号）
賛成　 12 古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、中尾、竹田、森、堀口
反対　 5 小山、大森、和気、成田、松本

原 案 可 決

議員提出議案第2号 議案第30号「平成24年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第7号）」に対する修正動議
賛成　 5 小山、大森、和気、成田、松本
反対　 12 古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、中尾、竹田、森、堀口

修正動議否決

議案第33号 平成２５年度大阪府泉南市一般会計予算
賛成　 12 古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、中尾、竹田、森、堀口
反対　 5 小山、大森、和気、成田、松本

原 案 可 決

議案第50号 平成２５年度大阪府泉南市公共用地取得事業特別会計予算
賛成　 12 古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部、木下、中尾、竹田、森、堀口
反対　 5 小山、大森、和気、成田、松本
賛成　 11 古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、河部、木下、中尾、竹田、森、堀口
反対　 5 小山、大森、和気、成田、松本
退席　 1 梶本

原 案 可 決

議案第46号、51号 平成２５年度大阪府泉南市下水道事業特別会計予算　ほか1件
賛成　 16 古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、大森、和気、梶本、河部、木下、中尾、竹田、成田、松本、森、堀口
反対　 1 小山

原 案 可 決

議員提出議案第１号 北朝鮮の核実験に抗議し核兵器廃絶と恒久平和を求める決議について
賛成　 5 小山、大森、和気、成田、松本
反対　 12 古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、梶本、河部　、木下、中尾、竹田、森、堀口

原 案 否 決

議案第26号 泉南市暴力団排除条例の制定について
賛成　 16 古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、大森、和気、梶本、河部、木下、中尾、竹田、成田、松本、森、堀口
反対　 1 小山

原 案 可 決

議案第27号 公の施設から暴力団を排除するための関係条例の整備に関する条例の制定について
賛成　 16 古谷、谷、田畑、岡田、澁谷、大森、和気、梶本、河部、木下、中尾、竹田、成田、松本、森、堀口
反対　 1 小山

原 案 可 決

議 案 賛 否 一 覧議 案 賛 否 一 覧議 案 賛 否 一 覧

その他の議案結果その他の議案結果その他の議案結果
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議会だよりに対するご意見・
ご感想をお寄せください。
〒590-0592（住所不要）
泉南市議会事務局
TEL 483-0008  FAX 484-2085
e-mail:gikai@city.sennan.lg.jp


